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　 演習 教員内線電話：2318（分野名：生物工学）

該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し 1. 微生物に関する先端技術および最新研究に関する知識を修得
ている し、その考え方を理解できるようになる。

2. 微生物を対象としたバイオテクノロジーに関する技術開発の
歴史を知り、バイオテクノロジーの発展に貢献した技術や研究
に関する知識を修得し、その考え方を理解できるようになる。
3. 産業上有用な微生物を対象としたバイオテクノロジーに関す
る基礎的な知識や技術を習得する。
4. ゼミ活動に積極的に参加し、プレゼンテーション能力やディ
スカッション能力を涵養する。
5. 上記4項目の取り組みにより、社会で活躍するための主体性
と豊かな発想力、粘り強さを身に付ける。

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 1. 微生物に関する先端技術および最新研究に関する知識を修得
現実的な地域の視点に立って問題をとらえ解決する能力を修得 し、その考え方を理解できるようになる。
している 2. 微生物を対象としたバイオテクノロジーに関する技術開発の

歴史を知り、バイオテクノロジーの発展に貢献した技術や研究
に関する知識を修得し、その考え方を理解できるようになる。
3. 産業上有用な微生物を対象としたバイオテクノロジーに関す
る基礎的な知識や技術を習得する。
4. ゼミ活動に積極的に参加し、プレゼンテーション能力やディ
スカッション能力を涵養する。
5. 上記4項目の取り組みにより、社会で活躍するための主体性
と豊かな発想力、粘り強さを身に付ける。

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし 1. 微生物に関する先端技術および最新研究に関する知識を修得
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 し、その考え方を理解できるようになる。

2. 微生物を対象としたバイオテクノロジーに関する技術開発の
歴史を知り、バイオテクノロジーの発展に貢献した技術や研究
に関する知識を修得し、その考え方を理解できるようになる。
3. 産業上有用な微生物を対象としたバイオテクノロジーに関す
る基礎的な知識や技術を習得する。
4. ゼミ活動に積極的に参加し、プレゼンテーション能力やディ
スカッション能力を涵養する。
5. 上記4項目の取り組みにより、社会で活躍するための主体性
と豊かな発想力、粘り強さを身に付ける。

⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 1. 微生物に関する先端技術および最新研究に関する知識を修得
現実的な地域の視点に立って様々な課題をとらえ、解決する能 し、その考え方を理解できるようになる。
力を修得している。 2. 微生物を対象としたバイオテクノロジーに関する技術開発の

歴史を知り、バイオテクノロジーの発展に貢献した技術や研究
に関する知識を修得し、その考え方を理解できるようになる。
3. 産業上有用な微生物を対象としたバイオテクノロジーに関す
る基礎的な知識や技術を習得する。
4. ゼミ活動に積極的に参加し、プレゼンテーション能力やディ
スカッション能力を涵養する。
5. 上記4項目の取り組みにより、社会で活躍するための主体性
と豊かな発想力、粘り強さを身に付ける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 　産業上の利用価値がある微生物を対象としたバイオテクノロジーに関する基礎及び応用研究に取り組
み，専門知識と最新技術を学ぶ。

　キーワード：
　産業微生物，放線菌，糸状菌，二次代謝，抗生物質，生理活性物質，薬剤耐性変異，RNA ポリメラー
ゼ，リボソーム，転写，翻訳，潜在遺伝子，リボゾーム工学，ホルミシス  

(5)授業計画 ・微生物を対象とした分子生物学、生化学、及び遺伝子工学的研究における基礎的な知識と技術を習得
する。
・下記の中から研究テーマを選択し、研究計画を立てて、それを実施し、論文作成に取り組む。
　研究テーマ：
　1.　放線菌の潜在遺伝子活性化による有用二次代謝産物の探索
　2.　放線菌の潜在能力発現機構に関する研究
　3.　微生物の潜在能力を引き出す薬剤耐性変異に関する分子生物学・生化学的研究
　4.　抗生物質の濃度依存的作用に関する基礎・応用研究
　5.　微生物における潜在遺伝子の有効活用に向けた新技術の確立
　6.　微生物の薬剤耐性メカニズムに関する研究
　7.　微生物リボソームに関する研究
　8.　微生物の分離に関する研究



(5)授業計画 ※最後の授業回に授業アンケートを実施する。

セミナー（分子生物学研究室と連携して行います）：
　・ 専攻演習
　専攻生が自身の研究に関連する原著論文の紹介と内容説明を行う（毎週１回）。
　また，専攻研究の進捗状況報告会を開催し，それぞれの研究について参加者全員で討論する（月１回
）。
　・ 外書講読
　専攻研究に関連する英語で書かれた専門書や論文，あるいは新聞や雑誌の記事の英文和訳演習を実施
し，英語力と関連分野の知識を身につける。

(6)自主学習の指
針

研究テーマに関連する最新情報を常に把握できるよう情報収集に努める必要があります。

(7)成績評価の基
準

評定については次の評価基準を基本としています。

　秀：授業の達成目標の水準から見て卓越している
　優：授業の達成目標の水準よりかなり上にある
　良：授業の達成目標の水準よりやや上にある
　可：授業の達成目標の水準にある
　不可（D）：授業の達成目標の水準よりやや下にある
　不可（F）：授業の達成目標の水準にない

(8)事前事後学習
の内容

事前学習：研究テーマに関連する最新の学術論文に目を通し、その内容を深く理解できるように学習し
てください。
事後学習：「（２）授業の概要」欄のキーワードや「（３）授業計画の欄」のテーマに関連する研究の
周辺分野の最新情報を幅広くキャッチできるように、文献検索とその内容についての理解・研究室メン
バーとのディスカッションに努めてください。

(9)テストやレポ
ートの予定

　月１回開催の研究進捗状況報告会の際に報告用の資料を作成してもらいます。

(10)成績評価の方
法

・「（１）授業のねらい」，「（２）授業の概要」，および「（３）授業計画」の欄に揚げた事項の『
達成度』並びに研究・セミナーへの『取組み姿勢』，日常の『生活態度・学習態度』を総合的に判定し
，以下の基準で成績評価を行います。
・評価基準［評語（点数）］：秀（９０-１００）、優（８０-８９）、良（７０-７９）、可（６０-６
９）、不可（５９以下）

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

　随時、面談にて質問・相談を受け付けます。

(12)履修上の注意 　指導教員や研究室のメンバーと積極的にコミュニケーションを図るよう努めて下さい。

【教科書】 　使用しません。

【参考書】 　必要に応じて関連文献等を指定します。


